
発熱（おおむね37.5度以上）や風邪症状等がある学生は、次のフローチャートに従い、行動してください。

感染症が疑われる場合の行動フロー

発熱（おおむね37.5度以上）や風邪症状等がある場合

発熱（おおむね37.5度以上）や風邪症状等がある

症状がひどくない場合は、登校せず1～2
日自宅で経過をみてください。

回復しない場合は受診し、医師の診断を
受け、いつから登校可能か確認してください。

2023/5/31

大学保健センターにメールで下記情報を
連絡してください。

送付先：hoken@bss.ac.jp

はい

授業に関しては、登校可能になった後
欠席届を提出

《体調不良に関する相談窓口》
平日 8:50～17:00 077-596-8440 保健センター

※インフルエンザと診断された場合、試験申し込み時など診断書が必要な場合のみキャンパスガイドブック参照。

医療機関を受診しましたか？
ＰＣＲ検査を受けましたか？

その結果、コロナまたはインフルエンザ
と診断されましたか？

【報告内容】
①学籍番号 ②氏名 ③診断名 ④発症日 ⑤医
療機関受診日またはＰＣＲ検査受検日 ⑥自宅
待機期間：下記【出校停止期間】を参考に具体的
な日付を報告、〇月〇日～〇月〇日 ⑦現在の症

状 ⑧加入している課外活動

コロナ⇒発症日を０とし５日経過、かつ、
症状が軽快後１日経過するまで

例）１/1が発症日の場合、1/5時点で症状が軽快して
いれば1/6まで

インフルエンザ⇒発症日を０とし５日経過、かつ、解
熱後２日経過するまで

例）1/1が発症日の場合、1/4時点で解熱していれば
1/6まで

はい

下記の【出校停止期間】を遵守してください

いいえ

受診しなかった場合、検査結果が陰性だっ
た場合などの登校判断目安

●授業出席、課外活動参加について
解熱後2日が経過し、症状が消失している

いいえ

※メール報告に対する返信はいたしません。

※原則、欠席届、診断書の提出は不要です。


